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行政報告をする米本町長

村上邦明さん

人
権
擁
護
委
員
に
村
上
邦
明
さ
ん

和
木
町
人
権
施
策
推
進
協
議
会

並
び
に
研
修
会
を
行
い
ま
し
た

　

6
月
6
日
か
ら
19
日
ま
で
の
14
日
間
の
会

期
で
、「
令
和
7
年
第
3
回
和
木
町
議
会
定

例
会
」
が
開
催
さ
れ
、
報
告
2
件
、
議
案
8

件
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
第
6
号

　
例
月
現
金
出
納
検
査
の
結
果
に
つ
い
て

※
会
計
管
理
者
の
現
金
保
管
及
び
現
金
出
納

事
務
が
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
か
に
つ
い

て
、
一
般
会
計
・
特
別
会
計
毎
に
毎
月
実

施
し
て
い
る
も
の

報
告
第
7
号

　
和
木
町
土
地
開
発
公
社
の
経
営
状
況
の

報
告
に
つ
い
て

※
令
和
6
年
度
和
木
町
土
地
開
発
公
社
決
算

書
及
び
令
和
7
年
度
和
木
町
土
地
開
発
公

社
予
算
書
に
つ
い
て
の
報
告

議
案
第
22
号

　
令
和
7
年
度
和
木
町
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
2
号
）

※
主
と
し
て
、
定
額
減
税
の
補
足
給
付
金
事

業
や
旧
保
育
所
解
体
工
事
な
ど
の
増
額
に

必
要
な
経
費
を
計
上
す
る
も
の

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
23
号

　
令
和
7
年
度
和
木
町
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

※
令
和
7
年
2
月
分
の
診
療
報
酬
額
の
確
定

に
よ
り
、
交
付
金
の
不
要
額
を
県
に
返
還

す
る
た
め
、
増
額
す
る
も
の

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
24
号

　
令
和
7
年
度
和
木
町
公
共
下
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

※
町
内
の
大
口
径
管
渠
の
管
路
内
調
査
業
務

に
必
要
な
経
費
を
計
上
す
る
も
の

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
25
号

　
和
木
町
簡
易
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

※
災
害
時
に
お
い
て
他
の
市
町
村
長
が
指
定

し
た
者
が
給
水
装
置
工
事
を
行
え
る
よ
う

改
正
す
る
も
の

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
26
号

　
和
木
町
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

※
災
害
時
に
お
い
て
他
の
市
町
村
長
が
指
定

し
た
者
が
排
水
設
備
等
の
工
事
を
行
え
る

よ
う
改
正
す
る
も
の【

全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
27
号

　
和
木
町
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

議
案
第
28
号

　
和
木
町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

※
和
木
3
丁
目
地
区
内
に
お
け
る
民
間
の
開

発
行
為
に
よ
り
整
備
が
行
わ
れ
た
た
め
、

道
路
法
の
規
定
に
よ
り
「
通
津
開
線
」
を

一
旦
廃
止
し
、
路
線
を
延
長
し
新
た
に
認

第
３
回
和
木
町
議
会
定
例
会

定
す
る
も
の
。
ま
た
、
同
区
域
内
に
新
た

に
整
備
さ
れ
た
道
路
「
通
津
開
Ａ
線
」
を

町
道
路
線
と
し
て
新
た
に
認
定
す
る
も
の

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
29
号

　
和
木
町
議
会
議
員
及
び
和
木
町
長
の
選

挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
の
公
営
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

※
公
職
選
挙
法
施
行
令
の
一
部
が
改
正
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
選
挙
運
動
用
ビ
ラ
及
び

ポ
ス
タ
ー
作
成
に
要
す
る
経
費
の
限
度
額

を
改
め
る
も
の

【
全
会
一
致
で
可
決
】

　

7
月
1
日
付
け
で
村
上
邦
明
さ
ん

︵
和
木
地
区
︶
が
法
務
大
臣
か
ら
人
権

擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
︒

　

6
月
6
日
︑
和
木
町
人
権
施
策
推
進

協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
︒
協
議
会

で
は
﹁
人
権
を
取
り
巻
く
社
会
情
勢
等

の
変
化
を
踏
ま
え
︑
常
に
全
て
の
人
の

人
権
が
尊
重
さ
れ
︑
安
心
し
て
生
活
で

き
る
社
会
づ
く
り
を
意
識
し
て
行
動
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
﹂
と
会
長
で

あ
る
米
本
町
長
が
あ
い
さ
つ
を
行
い
︑

令
和
6
年
度
事
業
報
告
並
び
に
決
算
︑

令
和
7
年
度
予
算
︑
事
業
計
画
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
︒

　

ま
た
︑
研
修
会
で
は
︑
和
木
町
キ
ャ

ラ
バ
ン
メ
イ
ト
に
よ
る
﹁
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
﹂
が
行
わ
れ
ま
し
た
︒

　

人
権
擁
護
委
員
は
︑
さ
ま
ざ
ま
な

人
権
問
題
に
つ
い
て
︑
必
要
な
助
言

を
行
い
︑
関
係
官
公
署
を
紹
介
す
る

な
ど
︑
困
っ
て
い
る
方
が
正
し
く
権

利
を
使
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
手

助
け
を
し
ま
す
︒

　

身
近
な
事
例
と
し
て
︑
次
の
よ
う

な
も
の
が
あ
り
ま
す
︒

①
家
庭
内
の
も
め
ご
と

②
子
ど
も
に
関
す
る
問
題
︑
い
じ
め
︑

体
罰

③
暴
行
︑
虐
待

④
D
V
︑
セ
ク
ハ
ラ

⑤
差
別
的
扱
い
︑
嫌
が
ら
せ

⑥
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
侵
害

　

無
料
相
談
を
文
化
会
館
で
開
催
し

て
い
ま
す
の
で
︑
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
︒

※
詳
し
く
は
13
ペ
ー
ジ
の
﹁
特
設
人

権
相
談
所
﹂
を
ご
覧
く
だ
さ
い
︒

問　

保
健
福
祉
課︵
☎
52
ー
2
1
9
5
︶

まちの話題

1



舛本エリア長（左）と米本町長（右）

いろんな遊具で遊んだよ おいしく育つといいですね

まちの話題

　

全
国
規
模
で
ド
コ
モ
シ
ョ
ッ
プ
約

3
0
0
店
舗
等
を
運
営
さ
れ
︑
携
帯
電

話
に
関
わ
る
販
売
・
サ
ポ
ー
ト
事
業
を

行
っ
て
い
る
﹁
Ｍ
Ｘ
モ
バ
イ
リ
ン
グ
株

式
会
社
﹂︵
本
社
：
東
京
都
江
東
区
︶か
ら
︑

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
を
頂
戴

し
︑
6
月
2
日
に
米
本
町
長
か
ら
代
表

取
締
役
清
瀬
文
昭
氏
︵
中
国
支
店
エ
リ

ア
長
・
舛
本
二
昭
氏
に
よ
る
代
理
受
領
︶

へ
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
︒
い
た
だ

い
た
寄
附
金
は
︑
新
規
創
業
支
援
補
助

金
事
業
に
活
用
さ
れ
ま
す
︒

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

感
謝
状
贈
呈
式
を
行
い
ま
し
た

︵
Ｍ
Ｘ
モ
バ
イ
リ
ン
グ
株
式
会
社 

様
︶

こ
ど
も
園
の
園
外
保
育

　

5
月
28
日
︑
こ
ど
も
園
で
さ
つ
ま
い
も

の
苗
植
え
を
行
い
ま
し
た
︒
園
内
の
畑
は

町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
皆
さ
ん
に
耕
し

て
も
ら
い
ま
し
た
︒

　

園
児
た
ち
は
︑
苗
の
植
え
方
の
説
明
を

受
け
︑
て
い
ね
い
に
植
え
つ
け
を
行
い
ま

し
た
︒
収
穫
は
11
月
の
予
定
で
す
︒

こ
ど
も
園
で
さ
つ
ま
い
も
苗
植
え

　

食
品
衛
生
の
普
及
向
上
に
尽
く
し
た
永

年
の
功
績
が
認
め
ら
れ
︑
石
角
奈
美
さ
ん

が
山
口
県
食
品
衛
生
協
会
長
表
彰
を
︑
張

間
眞
利
子
さ
ん
が
岩
国
管
内
食
品
衛
生
協

会
長
表
彰
を
︑
社
会
福
祉
法
人
和
木
町
社

会
福
祉
協
議
会
︵
ふ
れ
あ
い
工
房  

ク
ロ
ー

バ
ー
︶
と
本
家
博
子
さ
ん
が
岩
国
環
境
保

健
所
長
表
彰
を
︑
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
さ
れ
ま

し
た
︒

　

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
︒
こ
れ

か
ら
も
和
木
町
の
食
の
安
心
・
安
全
を
守

る
た
め
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
︑
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
︒

山
口
県
食
品
衛
生
協
会
長
表
彰

食
品
衛
生
優
良
従
業
員
の
部

石
角　

奈
美  
さ
ん　

︵
ふ
れ
あ
い
工
房  

ク
ロ
ー
バ
ー
︶

岩
国
管
内
食
品
衛
生
協
会
長
表
彰

食
品
衛
生
優
良
従
業
員
の
部

張
間　

眞
利
子  

さ
ん　

︵
社
会
福
祉
法
人
和
木
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

つ
く
し
会
︶

岩
国
環
境
保
健
所
長
表
彰

食
品
衛
生
優
良
施
設
の
部

社
会
福
祉
法
人
和
木
町
社
会
福
祉
協
議
会

︵
ふ
れ
あ
い
工
房  

ク
ロ
ー
バ
ー
︶

岩
国
環
境
保
健
所
長
表
彰

食
品
衛
生
優
良
従
業
員
の
部

本
家　

博
子  

さ
ん

︵
社
会
福
祉
法
人
和
木
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

つ
く
し
会
︶

食
品
衛
生
協
会
長
表
彰
・

環
境
保
健
所
長
表
彰
を
受
賞

　

5
月
20
日
︑
5
月
27
日
︑
6
月
4
日
に
︑

そ
れ
ぞ
れ
年
長
︑
年
中
︑
年
少
の
園
児
た

ち
が
︑
蜂
ヶ
峯
総
合
公
園
で
の
園
外
保
育

を
楽
し
み
ま
し
た
︒

　

み
ん
な
で
一
緒
に
遊
ぶ
蜂
ヶ
峯
︑
い
い

思
い
出
に
な
る
と
い
い
で
す
ね
︒

2



米本町長（左）、村岡知事（中央）、
村重さん（右）

　

6
月
10
日
～
13
日
︑
大
阪
・
関
西
万
博

で
︑
山
口
県
の
観
光
や
食
︑
魅
力
を
P
R

す
る
催
事
を
︑
県
と
和
木
町
を
含
む
県
内

19
市
町
と
の
共
同
で
開
催
し
ま
し
た
︒
会

期
中
の
4
日
間
︑
各
日
1
万
人
以
上
の
方

が
来
場
し
︑山
口
の
魅
力
を
体
感
し
ま
し
た
︒

　

和
木
町
ブ
ー
ス
で
は
︑
わ
き
愛
す
︵
や

ま
も
も
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
︶
や
︑
も
ぶ
り

な
ど
の
町
特
産
品
の
試
食
・
販
売
を
行
い

ま
し
た
︒
会
期
中
の
天
候
も
相
ま
っ
て
︑

用
意
し
た
1
︐
0
0
0
個
の
わ
き
愛
す
が

完
売
す
る
ほ
ど
の
盛
況
で
し
た
︒
ま
た
︑

ノ
ベ
ル
テ
ィ
や
︑
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

配
布
を
行
い
︑
来
場
さ
れ
た
方
々
に
向
け

て
︑
町
の
魅
力
を
発
信
し
ま
し
た
︒

　

6
月
10
日
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で

は
︑
和
木
町
出
身
で
タ
レ
ン
ト
の
︑
村
重

杏
奈
さ
ん
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
が
開
催
さ

れ
︑
村
岡
県
知
事
︑
米
本
町
長
の
計
3
名

が
登
壇
し
︑
M
C
に
よ
る
司
会
進
行
の
も

と
︑
山
口
県
の
魅
力
や
ふ
る
さ
と
に
対
す

る
想
い
を
発
信
さ
れ
ま
し
た
︒
村
重
さ
ん

の
和
木
町
で
の
幼
少
期
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

交
え
︑
終
始
笑
い
が
絶
え
な
い
和
や
か
な

ス
テ
ー
ジ
で
し
た
︒

大
阪
・
関
西
万
博

　
　

山
口
県
催
事
に
出
展

福
祉
ま
つ
り
＆
す
く
す
く
フ
ェ
ス
タ

　

6
月
7
日
︑
総
合
福
祉
会
館
及
び
総
合

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
︑
和
木
町
社

会
福
祉
協
議
会
及
び
和
木
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
連
絡
協
議
会
主
催
に
よ
る
︑
和
木
町
福

祉
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
︒

　

ブ
ー
ス
で
は
︑
パ
ン
や
た
い
焼
き
︑
う

ど
ん
に
焼
き
鳥
の
販
売
の
ほ
か
︑
各
団
体

に
よ
る
出
店
︑
小
・
中
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
お
手
伝
い
︑
豪
華
景
品
が
当
た

る
1
0
0
本
ひ
も
く
じ
な
ど
が
行
わ
れ
︑

大
変
多
く
の
人
々
で
賑
わ
い
ま
し
た
︒

　

ま
た
︑
同
日
に
は
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

で
︑
す
く
す
く
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会
主

催
に
よ
る
︑
す
く
す
く
フ
ェ
ス
タ
in
わ
き

が
同
時
開
催
さ
れ
ま
し
た
︒

　

駄
菓
子
の
販
売
や
シ
ー
ル
ラ
リ
ー
な

ど
︑
各
団
体
に
よ
る
出
店
で
︑
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
︒

まちの話題

３代目和木町地域おこし協力隊  上野優樹の「活動報告」

　大阪・関西万博の山口県催事に、和木町ブースのスタッフとし
て参加してきました。
　ブース来場者の内訳としては概ね、大阪府、山口県、北海道（特
に恵庭市）、愛知県の順で多かった印象です。「山口県は分かるけ

ど和木町ってどこ？」という声が度々あ
りましたが、会場で販売したわき愛す（や
まももアイスクリーム）やもぶりご飯な
どを通して、多くの方に和木町の魅力を
知っていただくことができました。「今
度行ってみるよ」という声もたくさんい
ただけて、地域おこし協力隊としてこの
場に立ち会えたことを、大変誇らしく思
います。これからも和木町のために、
PR活動を頑張ります！

　大阪・関西万博の山口県
催事に、和木町ブースのス
タッフとして参加してきま
した！
　和木町ブースにも連日多
くの方々が足を止めてくだ
さり「和木町ってどこ ?」
「こんな小さな町なんだ !
初めて知ったよ !」そんな
声を聞くたびに和木町を知り、繋がっていく方々が
日々増えていく実感があり、とても嬉しかったです !
今回の出展で芽生えた新しいつながりを一過性のも
ので終わらせることなく、継続的な関係性へと発展
させていくことが大切です！
　和木町を「知る」ことから始まり、「訪れたい」「関
わりたい」と思っていただけるように、さらにまち
の魅力を発信してまいります！

　福祉まつり＆すくすくフェスタに和木
ちゃんねるの番組「WAKI NEWS」のイン
タビュワーとして参加しました。
　つくし会の愛情がこもった、いなり寿司、
エコクラフトボランティアの創意工夫を凝
らした作品の数々、子育てサロンたんぽぽの
可愛らしいバルーンアートなど、多くの方の
心の豊かさを肌で感じることができました。
　インタビューにご協力いただいた皆さま、
ありがとうございました。

福祉まつりで各ボランティア団体の取材させてもらいました

大阪・関西万博で和木町をPRしてきました
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訓練参加者への連絡と配車指示（本部）
集合中の訓練参加者
（和木５丁目集会所前）

乗車中の訓練参加者
（三井化学駐車場）

避難所に到着時の受付 車椅子で介助しながら移動 避難所内での防災講話

　６月１日午前９時から、洪水等による浸水想定区域となっている沖灰場・新地地区にお住まいの方々を対
象とした避難訓練を行いました。
　本訓練には、個別避難計画の支援対象者１５名の他、ご支援をいただいた地域の皆さま、消防団、職員
等あわせて５６名が参加しました。
　近年、地球温暖化などの影響により各地で甚大な災害が発生し、多くの要配慮者が犠牲となっています。
これを踏まえて、国は令和３年に災害対策基本法を改正し、※（注）個別避難計画の作成を市町村長の努力
義務としました。
　和木町では、地域の皆さま（避難支援関係者）のご協力を得て、沖灰場・新地地区にお住まいの要配慮者
を対象とした計画作成に着手し、本年３月までに２自治会２８世帯３３名の計画が完了しています。今回は
この計画の実効性を検証するために、梅雨入り前のこの時期に訓練を実施しました。

　訓練は、当日午前９時の「訓練　高齢者等避難」の発令を契機として、避難支援関係者がそれぞれ担当する
避難支援対象者の方に連絡し、その結果を自治会長等の地域代表者が受け、町に避難支援を要請するという
流れで行われました。
　要請を受け、町は改めて避難支援対象者に連絡し、公用車、マイクロバス及び消防団車両を派遣して、避難
所である総合コミュニティセンターへの避難を２時間弱で完了しました。
　今回の成果としては、計画上の「支援を受ける方」と「支援をする方」の双方が避難のための行動と連携
要領を確認することができました。また、「高齢者等避難」発令から避難所への移動完了までに要する時間
を把握でき、「高齢者等避難発令」は、暗くなる２時間前には発令する必要があるという時間的な尺度を得
ることができました。

　今後、出水期を迎えるにあたり、皆さまには『自助』として、平素から「防災リュック」の準備と、台風
及び大雨が予測されるときには気象情報の確認をお願いします。また、地域においては『共助』として「避
難指示」等発令時には、ご近所への声かけをお願いします。町といたしましても『公助』として、地域及び
消防団と連携し、できる限りの支援を行ってまいりますので、ご理解とご協力をお願いします。
※（注）個別避難計画：要配慮者名簿に記載され、災害の危険性がある地域に住む在宅の要配慮者に対して、
　　　 「誰が」「誰を」支援するのかを定めた計画

令和７年度　第１回沖灰場・新地地区の避難訓練　実施

～ 個別避難計画による避難訓練を行いました ～
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皆さんにその現状を知っていただくため、給与等を公表します。

扶　養　手　当 管理職手当 住　宅　手　当 通勤手当（自家用車等の場合）

区　分

標準的な
事務内容

構成比（％）

1　級

主　　事

3

3.57

2　級

主　　事

13

15.48

3　級

係　　長
主任主事

33

39.29

4　級

課長補佐
係　　長

課　　長
園　　長 参　　事

27

32.14

5　級

5

5.95

6　級

課　　長

3

3.57

7　級

課　　長

0

0.00

合　計

84

区　　　　　　　分

合　　　　　　　計

一般行政部門

小　　計
教 育
小　　計

小　　計

令 和 7 年 対前年増減数職　　　員　　　数

特別行政部門

（3）その他の手当について

表８.  部門別職員の状況（令和7年4月1日現在：単位　人）

（注）1．和木町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数。（特別職、再任用職員、特定任期付職員を除く）
　　2．職員に適用される給料表の級は、仕事の難易度や責任の度合いにより区分されています。

（注）特別職、再任用職員、特定任期付職員、会計年度任用職員は除く。   

表７.  級別職員数の状況について（令和7年4月1日現在）

職員数（人）

1. 配偶者
2. 扶養親族
　１人当たり
　子１人当たり
3. 特定扶養親族加算
　（16歳～22歳まで）
　　　

3,000円

3,000円
11,500円

5,000円

課長 給与月額 10％
課長補佐
給与月額 8％・7％

借家
・月額23,000円以下の場合、家
賃から12,000円を控除した額
・月額23,000円を超える場合、
家賃から23,000円を控除した
額の1/2に11,000円を加算した
額（支給額限度額27,000円）

2㎞～5㎞未満
5㎞～10㎞未満
10㎞～15㎞未満
15㎞～20㎞未満
20㎞～25㎞未満
25㎞～30㎞未満
30㎞以上

2,000円
4,200円
7,100円
10,000円
12,900円
15,800円
18,700円

公営企業等
会 計 部 門

議 会
総 務 企 画
税 務
民 生
衛 生
農 林 水 産
土 木

水 道
国 保
介 護

2
18
6
6
7
1
8
48
29
29
2
1
4
7
84

令 和 6 年
2
18
6
5
7
1
8
47
28
28
2
1
4
7
82

0
0
0
1
0
0
0
1
1
1
0
0
0
0
2
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区分 人　口

R7. 4. 1現在 千円 千円
5,685人 4,499,717 987,763

22.0%７年度

R6. 4. 1現在 千円 千円
5,848人 4,170,459 913,656

21.9%６年度

区　分

高校卒

大学卒

和　木　町

196,200円

227,500円

国の制度

188,000円

220,000円

（注）人件費には、特別職（町長、町議会議員、その他各種委員
　　　等）及び会計年度任用職員の給与、報酬を含みます。

（注）経験年数加算制度有

区　分

和木町

国

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

336,041円 414,801円 42.0歳

312,971円 368,120円 41.2歳

表５.  職員の平均月額および平均年齢の状況
（令和7年4月1日現在）

和　木　町
（令和6年度支給割合）

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当

国
（令和6年度支給割合）

職制上の加算措置有 職制上の加算措置有

（1）期末・勤勉手当について

区分 職員数
給　　与　　費

給　料

千円
319,117

職員手当

千円
181,990

共済費

千円
100,672

計

千円
601,779

７年度 81人

区　分 給与月額等 期　末　手　当

町 長

副町長

教育長

議 長

副議長

委員長

議 員

777,000円

637,000円

585,000円

290,000円

239,000円

221,000円

216,000円

職員の給与等は、町議会で審議されたうえで決められています。

（支給割合）

1.725月分

1.725月分

3.45月分

（支給月）

6月期

12月期

計

（注）特別職、再任用職員は除く。平均給与月額は、平均給料
月額に管理職手当、扶養手当、住居手当等を加えたも
のです。国とは、国家公務員の統計で、令和6年4月1日
現在の数値です。（注）職員数に教育長を含みます。

（職制上の加算措置有）

表１.  人件費の状況（一般会計当初予算）

表２.  職員給与費（一般会計当初予算）

表３.  特別職等の報酬状況（令和7年6月1日現在） 表６.  職員手当の支給状況について（令和7年6月1日現在）

表４.  職員の初任給の状況（令和7年4月1日現在）

令和 6年度支給
割合

歳出額
（A）

人件費
（B）

人件費比率
（B/A）

6月期

12月期

計　

6月期

12月期

計　

1.225月分

1.275月分

2.5月分

1.025月分

1.075月分

2.1月分

1.25月分

1.25月分

2.5月分

1.05月分

1.05月分

2.1月分

（2）時間外手当について
　1．平日の時間外手当（1時間当たりの単価×125/100）
　　 深夜勤務（22 時～5時）の場合 25/100 を加算
　2．休日時間外手当（1時間当たりの単価×135/100）
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佐藤雫 著
住野よる 著
有川ひろ 著
奥田英朗 著
島本理生 著

谷川俊太郎 著
天童荒太 著
本城雅人 著
貫井徳郎 著

あさのあつこ 著

渋谷純子 文・絵、島津やよい 訳
ミロコマチコ 作

ソフィー・ブラッコール 作、山口文生 訳

やまざきひろし 作、柴田ケイコ 絵
ローレン・ロング 作、林木林 訳

五味太郎 作

ウィリアム・コール 作、トミー・ウンゲラー 絵
こみやゆう 訳

たてのひろし 作・近藤えり 作
額賀澪 作、satsuki 絵

トーン・テレヘン 作、たまむらさちこ 絵
長山さき 訳

＜CD＞
☆ ＭＡＧＦＡＣＴ ／ Ｋｉｓ－Ｍｙ－Ｆｔ２
☆ インターセクション ／ ナオト・インティライミ
☆ あそび ／ いきものがかり
☆ Ｇｅｎ ／ 星野源
☆ ｍｉｗａ ／ ｍｉｗａ

＜一般書＞
『残光そこにありて』
『麦本三歩の好きなもの 第３集』
『クロエとオオエ』
『普天を我が手に 第１部』
『一撃のお姫さま』
『今日は昨日のつづき　どこからか言葉が』

『昭和探偵物語』
『対決の記者』
『不等辺五角形』
『紅色の幻 おいち不思議がたり』

＜児童書・絵本＞
『おとしものあずかりしょ』

『みちひきみちかけ』
『ふなでだ、ホイ！』

『ぶたすけのラッパ』

『きいろいバス』
『ならしてる』
『ジョナサンいいかげんにして！』

『うさぎのしま』

『読書感想文が終わらない！』
『ゾウのテウニス』

日 月 火 水 木 金 土

開館時間 平日▶９時３０分～１８時１５分（貸し出しは１８時まで）
土日▶９時３０分～１７時（貸し出しは１６時４５分まで）

■に白字は図書館休館日

1 2 5
6

3 4
87 9 12

13
10 11

1514 16 19
20

17 18
2221 2423 2625

27 29 30 3128

７月の休館日 　利用者カードを持って図書館にお越し
ください。

問合せ▼
TEL ５４－０２２２
FAX ５４－０２７８

ホームページ▼
http://www.waki-toshokan.jp/

●図書館の資料の検索・予約・貸出本の延長がご家庭のパソコン・
　スマートフォンからできます。
 【和木図書館ＨＰのアドレス】
　 http//www.waki-toshokan.jp/
・上記のＨＰアドレスにアクセスしてください。
・予約、延長にはパスワードが必要です。まずは、図書館窓口で
　申請してください。

●ご来館の皆さまへのお願い
※資料の無断持ち出し、切り取り、書き込み等はしないでください。
※資料は、返却期間内にお返しください。
※破損したときは、自分で修理せずカウンターにお申し出ください。

日時
　７月１９日（土）
　１０：３０～１１：００
場所
　おはなしの部屋

おはなし会サークル
　　　　　『ゆびとま』

☆７月のおはなし会☆
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568

☆ 社会教育委員会議 開催
　６月２３日に第１回目
の社会教育委員会議を開
催しました。各主管より
年間計画の説明等がされ
ると同時に、活動方針等
の確認を行いました。委
員の皆さまは以下のとお
りです。
　１年間、よろしくお願いします。

「和木学園」講座　
　　　和木学農園

☆ 「わきあいキッズ　
　　  ～スポーツ少年団への体験入部～」

　「わきあいキッズ　スポーツ体験」は、スポーツ少
年団の各団体のご理解とご協力をいただき、子ども
たちが多様なスポーツを体験する場です。スポーツ
のよさに触れて生涯体育へつながってほしいと願っ
ています。

☆ わきあいキッズ　
　　だがし屋、大繁盛！

　６月７日に保健相談センターで開
催されたすくすくフェスタで、小学
生による「だがし屋」がオープンし
ました。今年度は、６名の小学生が
商品の仕入れと販売、そして、当日
はお客さまを相手に上手な接客につ
いて学びました。
　今年も大繁盛で、開店から１時間
半程で商品を完売しました。子ども
たちは、活動を通して実践力を培う
ことができました。売上金の一部は
和木町社会福祉協議会に寄付しまし
た。ご来店くださった皆さま、あり
がとうございました。

☆ 家庭教育支援チーム
　  「はっちーず」

福祉まつりでつながりづくり

　６月７日に和木町総合福祉会館
で開催された福祉まつりに「はっ
ちーず」が「ヨーヨー釣り」を出
店しました。小さなお子さん連れ
のお父さん、お母さんをはじめ、
小中学生までたくさんの方に楽し
んでいただきました。合わせて、
家庭教育支援チームの活動にもご
理解をいただきました。収益は、
和木町社会福祉協議会に寄付させ
ていただきました。

　６月１５日に３回目の講座を実
施しました。今回はたまねぎを
回収した後の畝にサツマイモを
植えました。いろいろな野菜が
元気よく育っています。
　和木学農園では、今年度も作
物の手入れの仕方や害虫から作
物を守る方法を学びつつ、みな
さんで栽培活動を楽しんでいま
す。会員は、随時募集しています。
申し込みは教育委員会事務局ま
でよろしくお願いします。

野球体験　６／２ バレーボール体験　６／５

議　長　松本　康夫
副議長　嶋谷　保則
委　員　岸本　京子　　坂田　敬太　　福江　大幸
　　　　川人　秀広　　鬼武　伸哉　　山田　和明
　　　　坂田　直美　　藤本　亮恵　　嘉屋真奈美
　　　　坪井　通洋　　占部　泰章

ヨーヨー釣りを手伝う中学生
ボランティア

栽培活動を楽しむ会員さん

大繁盛の子どもたちのだがし屋
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妊娠中のこと、産後のこと、子育て中の悩み・不安などなんでも
ご相談ください。ご家族の方と一緒に相談することも可能です。

すくすく計測相談会

母子保健推進協議会主催　ママカフェ
　赤ちゃんを子育て中のママ同士で交流しながら、楽し
い時間を一緒に過ごしませんか？
　すくすく計測相談会と同日開催です！
日時　７月９日（水）
　　　１０時３０分～１１時３０分
対象　赤ちゃん（１歳未満）とその保護者
申込み　７月４日（金）まで（定員１０名）
場所・問　保健相談センター（☎５２－７２９０）

● 地域子育て支援センター

子育て支援事業

日時　毎週火・金曜日
　　　９時３０分～１２時
　　※行事等で開催しない日も
　　　あります。ご確認ください。
場所・問　地域子育て支援センター
　　　　　和木こども園　（☎52－27 0 7）

　親子のコミュニケーションのための場所を提供してい
ます。いずれも事前の申込みは不要です。詳細は、開催
場所にお問合せください。

● 子育てサロン「たんぽぽ」
日時　７月１６日（水）１０時～１１時３０分
場所　和木 2丁目第 3集会所　（山の手集会所）
参加費　1家族１００円
問　和木町社会福祉協議会（☎52－86 4 4）

　お子さんの身体測定や子育てについての相談会を毎月
開催しています。ぜひご参加ください。
日時　●７月９日（水）　１０時～１１時３０分受付
　　　●８月６日（水）　１０時～１１時３０分受付
対象　入園前までのお子さん
内容　身体測定、保健、栄養、母乳相談
場所・問　保健相談センター
   　　　　（☎５２－７２９０）
　　　　　※事前の申込みは不要です。

対象　町内在住の方（年齢・家族構成は問いません。）
日時　７月２３日（水）　
　　　①１４時～　②１５時～　１時間程度
場所　保健相談センター
相談員　臨床心理士・公認心理師　玉田　和子　先生
申込方法　保健相談センター   （☎５２－７２９０）
　　　　　※事前に申込みが必要です。

「面接相談」のご案内
　臨床公認心理師による面接相談を、毎月１回実施しています。
お気軽にご利用ください。

無料

ご家族の
悩み

ご自身の
悩み

７月  ９日（水）
７月１６日（水）
７月２３日（水）
７月２４日（木）
８月  ６日（水）

すくすく計測相談会・ママカフェ
子育てサロン「たんぽぽ」
面接相談
妊産婦サロン
すくすく計測相談会

すくすくカレンダーすくすくカレンダーすくすくカレンダーすくすくカレンダー

□パートナーの心身の不調について□子どもの発育や発達が気になる□いじめ・不登校・ひきこもりについて　等

□なんとなく
体調がすぐれ

ない

□気分が落ち
込む

□不眠やイラ
イラが続く　

等

※詳細は下記をご覧ください。

子育て
掲示板

～お子さんの予防接種の打ち忘れはありませんか？～

母子モ（ボシモ）で検索！

和木町母子手帳アプリ『すくすく手帳』では、予防接種の事前お知らせ、
スケジュール管理、忘れ防止機能など満載のアプリです。
ぜひアプリをご登録いただき、ご活用ください。

７月２４日（木）
①９時～　 ②１０時～　 ③１１時～　１時間程度

無料

〈場　　所〉  保健相談センター
〈相 談 員〉  助産師　　毛利　弘美　先生
〈申込方法〉  事前予約が必要です。 （母子モでも予約可能です。）
　　　　　  保健相談センターまでご連絡ください。
　　　　　  （☎52-7290）

和木町こども家庭センターすくすく
（保健相談センター内）

令和７年度
「オレンジリボン・児童虐待防止推進キャンペーン」
　標語を募集しています
エントリー期間
６月１３日（金）～７月１６日（水）

申込は
こちらから→

子育て支援機関と連携し、みなさんの子育てを応援します！
お気軽にご相談ください♪

子どもが笑顔でいるためには、私たちおとな
みんなが笑顔でいることが大事です。
このイラストを見ることで、
我が子を思い出し、和木町の子どもを思い出し、
ニコッと笑顔になって欲しいという思いが込めら
れています。

妊娠中・産後の体調管理、赤ちゃんのお世話、授乳、
離乳食の相談などゆっくり相談できます。
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からだ応援ページ

健康マイレージ

和木町

健康マイレージ

和木町

１８歳以上の和木町民又は勤務地が和木町の方対 象 者

7/1 ㈫　11/28 ㈮応募期間

　令和７年４月以降の健康づくりの実践について、記入用紙に
ご記入ください。合計３５ポイントに達したら、保健相談セン
ターにご提出ください。参加は年度１回限りです。
　記入用紙は、保健相談センター、役場、商工会に設置しています。
　健診・がん検診の受診の記入は必須です。

参加方法

　岩国健康福祉センターでは、不妊・不育で悩んで
いらっしゃるご夫婦等の相談をお受けするため、「不
妊専門相談会」を開催します。
日時　８月１日（金）　１５時～１７時
相談担当医　
　　　徳山中央病院産婦人科　医師 山縣芳明 先生
　　　山口大学医学部付属病院泌尿器科
　　　　　　　　　　　　　　医師 白石晃司 先生
費用　無料
受付方法　下記連絡先に電話にて予約
場所・問　岩国健康福祉センター
　　　　　　　　　　（岩国市三笠町 1-1-1）
　　　　　健康増進課（☎２９－１５２３）

第１回不妊専門相談会のお知らせ

【救急相談センター広島広域都市圏】
　電話番号　＃７１１９（プッシュ回線の固定電話から）
　　　　　　０８２－２４６－２０００ （つながらない場合や 携帯電話 から）
　相談時間　２４時間３６５日
【山口県小児救急医療電話相談】
　電話番号　＃８０００（プッシュ回線の固定電話から）
　　　　　　０８３－９２１－２７５５（つながらない場合や 携帯電話 から）
　相談時間　午後７時～翌朝８時　相談料　無料（通話料はかかります）

急な 病気 けがや で
救急車を呼ぶか病院に行くか迷ったら…

豚肉のヨーグルト焼き豚肉のヨーグルト焼き

●作り方
①豚肉は筋切りをして、包丁の背で軽くのばす。
②豚肉とⓐをボウルへ入れ、２０分以上おく。
③中火で焼く。

（材料４人分）
豚肉（生姜焼き用）…………320g　
　　プレーンヨーグルト…………100g
ⓐ　醤油 ………………… 大さじ1
　　一味唐辛子………………少々

肉を鶏肉にしたり、味付けを
カレー粉へしたりと、我が家の味を

作ってください！
（和木町食生活改善推進協議会1班）

参 加 賞

★特典カード
★景品 箱

ティッシュ
ミネラル
ウォーター

２つの内、いずれか１つ

詰め合わせ
５名様

抽 選 賞

★和木町特産品































一生に一度は肝炎検査を受けましょう！

　７月２８日は
世界肝炎デーです !!　

総合健診の結果について総合健診の結果について
８月上旬 に発送します。

総合健診の結果について総合健診の結果について
和木町健診・がん検診の結果は、

いずれも無料でご利用いただけます。予約電話番号までご連絡ください。

骨髄バンク登録

肝炎検査

エイズ検査

ストレス相談
ひきこもり家族の会

☎ 29－1523

☎ 29－1519

☎ 29－1525

  9：00～11：00

10：00～11：00

13：00～16：00

13：30～15：30
13：30～15：30

７月  ８日（火）※第２火曜日
７月２２日（火）※第４火曜日
医療機関で診療時間内に受ける方法もあります。
７月  ８日（火）
７月２２日（火）※第２・４火曜日
７月１６日（水）※第３水曜日
７月２３日（水）※第４水曜日

内　　　容 実　　施　　日 時　　　間 予約電話番号

岩国健康福祉センター（保健所）の相談会・検査等予定（住所：岩国市三笠町 1-1-1）

水分をしっかりとりましょう！水分をしっかりとりましょう！水分をしっかりとりましょう！

　暑さに慣れていない “暑くなり始め” は、熱中症の
リスクが高くなります。　
　喉の渇きは “脱水” の証拠です。喉が
渇く前に水分補給をし、熱中症を予防し
ましょう。

人間は１日に2.5L の
水が必要です
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和
木
町
障
害
者
等
住
宅
改
修
費

給
付
事
業
に
つ
い
て

乳
幼
児
・
ひ
と
り
親
家
庭
・
こ
ど

も
安
心
医
療
費
助
成
制
度
更
新
手

続
き
の
お
知
ら
せ

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
被
保
険
者

の
方
へ

令
和
7
年
10
月
か
ら
、
こ
ど
も
の

医
療
費
助
成
制
度
に
大
学
生
等
を

追
加
し
ま
す

　

9
月
以
降
に
申
請
の
場
合
は
、
有
効

期
間
が
申
請
月
の
初
日
ま
で
し
か
さ
か

の
ぼ
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
遅
く
と

も
8
月
末
ま
で
に
は
申
請
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

助
成
内
容

　

令
和
7
年
10
月
1
日
以
降
の
診
療
分
の
自

己
負
担
部
分
（
保
険
適
用
分
）
を
和
木
町
が

助
成
し
ま
す
。

※
保
険
適
用
外
の
も
の（
入
院
時
の
食
事
代
、

薬
の
容
器
代
等
）
は
対
象
外
で
す
。

　

ご
不
明
な
点
等
あ
り
ま
し
た
ら
、
保
健
福

祉
課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問　

保
健
福
祉
課
（
☎
52
ー
2
1
9
5
）

　

こ
の
制
度
は
、
次
に
該
当
さ
れ
る
方
の
医

療
費
の
個
人
負
担
分
を
公
費
で
負
担
す
る
制

度
で
、
申
請
に
よ
り
助
成
さ
れ
ま
す
。

◎
乳
幼
児
（
県
制
度
）

【
対
象
者
】　

就
学
前
ま
で
の
児
童

【
要　

件
】　

父
母
の
町
民
税
所
得
割
の
課
税

額
が
合
算
額
で
1
3
6
，
7
0
0
円
以
下
※

◎
ひ
と
り
親
家
庭
（
県
制
度
）

【
対
象
者
】　

18
歳
に
達
す
る
日
以
後
最
初
の

3
月
31
日
ま
で
（
高
等
学
校
卒
業
の
年
次
ま

で
）
の
方
と
そ
の
父
ま
た
は
母

【
要　

件
】　

町
民
税
所
得
割
非
課
税
世
帯

（
同
居
の
祖
父
母
等
の
課
税
額
も
対
象
と
な

り
、
住
民
票
上
の
世
帯
が
別
で
も
実
態
が
同

居
の
場
合
は
同
一
世
帯
と
み
な
し
ま
す
）※

◎
こ
ど
も
安
心
医
療
（
町
制
度
）

【
対
象
者
】　

18
歳
に
達
す
る
日
以
後
最
初
の

3
月
31
日
ま
で
の
児
童
・
生
徒

【
要　

件
】　

他
の
福
祉
医
療
制
度
（
重
度
心

身
障
害
者
・
乳
幼
児
・
ひ
と
り
親
家
庭
）
に

該
当
し
な
い
児
童
・
生
徒

※
町
民
税
の
所
得
制
限
に
つ
い
て
、
年
少
扶

養
控
除
等
廃
止
の
影
響
が
生
じ
な
い
よ

う
、
扶
養
控
除
が
あ
っ
た
も
の
と
し
て
再

計
算
し
た
額
で
判
断
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
こ
ど
も
の
医
療
費
制
度
は
、

高
校
3
年
生
ま
で
が
対
象
で
し
た
が
、
令
和

7
年
10
月
か
ら
は
22
歳
ま
で
の
大
学
生
や
専

門
学
校
生
な
ど
も
対
象
に
な
り
ま
す
（
助
成

を
受
け
る
に
は
申
請
が
必
要
で
す
）。

対
象
者

　

次
の
4
つ
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方
が

対
象
と
な
り
ま
す
。

①
年
齢
に
つ
い
て

　

19
歳
に
な
る
年
度
の
4
月
1
日
か
ら
22
歳

に
な
る
年
度
の
3
月
31
日
ま
で

②
資
格
に
つ
い
て

　

大
学
、
短
期
大
学
、
高
等
専
門
学
校
や
予

備
校
な
ど
（
学
校
教
育
法
に
基
づ
い
て
認
可

設
置
さ
れ
た
学
校
）
に
在
学
し
て
い
る
方

③
住
所
に
つ
い
て

　

和
木
町
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
自
宅
が
あ

る
和
木
町
か
ら
通
学
し
て
い
る
方
（
一
人
暮

ら
し
は
対
象
外
）

④
扶
養
に
つ
い
て

　

保
護
者
な
ど
の
扶
養（
健
康
保
険
）に
な
っ

て
い
る
方

申
請
方
法

　

申
請
書
が
届
き
次
第
、
次
の
書
類
を
そ
ろ

え
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
後
日
、
受
給
者

証
を
送
付
し
ま
す
。

〇
申
請
書

〇
学
生
証
ま
た
は
在
学
証
明
書

〇
受
給
者
の
社
会
保
険
各
法
に
基
づ
く
被
保

険
者
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
類
等
（
マ

イ
ナ
保
険
証
、
資
格
確
認
書
な
ど
）

〇
被
保
険
者
名
義
の
口
座
番
号
が
分
か
る
も
の

〇
受
給
者
及
び
そ
の
父
母
の
個
人
番
号
（
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
）
が
分
か
る
も
の

更
新
申
請
が
必
要
な
方

・
こ
ど
も
安
心
医
療
↓
乳
幼
児
へ
変
更
の
あ

る
方

・
乳
幼
児
↓
こ
ど
も
安
心
医
療
へ
変
更
の
あ

る
方

・
ひ
と
り
親
家
庭

※
申
請
が
必
要
な
方
に
は
事
前
に
申
請
書
を

送
付
い
た
し
ま
す
。

※
右
記
以
外
の
方
は
、
自
動
更
新
さ
れ
ま
す

（
申
請
不
要
）。
対
象
者
に
は
7
月
下
旬
に

受
給
者
証
を
送
付
い
た
し
ま
す
。

　

申
請
の
受
付
は
、
7
月
8
日
㈫
か
ら
保
健

福
祉
課
窓
口
に
て
行
い
ま
す
。

持
参
物　

申
請
書
、
受
給
者
の
社
会
保
険
各

法
に
基
づ
く
被
保
険
者
で
あ
る
こ
と
を
証
す

る
書
類
等
（
マ
イ
ナ
保
険
証
、
資
格
確
認
書

な
ど
）、
本
人
及
び
保
護
者
の
個
人
番
号（
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
）
が
わ
か
る
も
の

　

ご
不
明
な
点
等
あ
り
ま
し
た
ら
、
保
健
福

祉
課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

障
が
い
の
あ
る
方
が
自
宅
で
生
活
す
る
た

め
の
手
す
り
の
設
置
や
段
差
の
解
消
な
ど
の

改
修
に
要
す
る
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
者　

下
肢
、
体
幹
機
能
障
害
ま
た
は
乳

幼
児
期
非
進
行
性
脳
病
変
に
よ
る
運
動
機
能

障
害
を
有
す
る
方
で
身
体
障
害
者
手
帳
3
級

以
上
の
方
。
難
病
患
者
の
方
。

※
介
護
保
険
適
用
の
住
宅
改
修
を
受
け
ら

　

れ
る
方
は
対
象
外
で
す
。

※
給
付
は
原
則
と
し
て
1
回
の
み
。

助
成
額　

上
限
20
万
円

自
己
負
担
額　

1
割
を
利
用
者
が
負
担
。
世

帯
の
所
得
に
応
じ
た
制
限
が
あ
り
ま
す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の　

見
積
書
、
工
事
前

写
真
、
工
事
後
写
真
（
工
事
完
了
の
写
真
を

支
給
決
定
後
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

※
難
病
患
者
の
方
は
要
否
を
判
断
す
る
た
め

に
、
医
師
の
診
断
書
の
ほ
か
訪
問
調
査
を

経
て
状
況
を
確
認
し
ま
す
。

※
改
修
後
の
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
。
必
ず
改

修
を
行
う
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問　

保
健
福
祉
課
（
☎
52
ー
2
1
9
5
）

保
険
証（
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
）及

び
資
格
確
認
書
の
更
新
に
関
す
る
お
知
ら
せ

　

現
在
交
付
し
て
い
る
保
険
証
も
し
く
は
資

格
確
認
書
は
有
効
期
限
が
令
和
7
年
7
月
31

日
㈭
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
資
格
確
認
書
に
つ
い
て
は
、
マ
イ

ナ
保
険
証
の
保
有
の
状
況
に
か
か
わ
ら
ず
、

被
保
険
者
全
員
に
令
和
7
年
7
月
下
旬
に
郵

送
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
お
持
ち
の
保
険
証
（
緑
色
）

も
し
く
は
資
格
確
認
書
（
オ
レ
ン
ジ
色
）
は

8
月
1
日
㈮
以
降
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
使
用

で
き
な
く
な
っ
た
保
険
証
も
し
く
は
資
格
確

認
書
は
各
自
で
処
分
し
て
く
だ
さ
い
（
返
却

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

問　

山
口
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

（
☎
0
8
3
ー
9
2
1
ー
7
1
1
1
）

　
　

保
健
福
祉
課
（
☎
52
ー
2
1
9
5
）

問　

保
健
福
祉
課
（
☎
52
ー
2
1
9
5
）
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令
和
7
年
度
国
保
料
普
通
徴
収

開
始

国
民
年
金
保
険
料
免
除
等
の

申
請
に
つ
い
て

保険料の軽減

　

和
木
町
国
民
健
康
保
険
料
（
国
保
料
）

の
普
通
徴
収
を
7
月
か
ら
始
め
ま
す
。

　

普
通
徴
収
は
、
年
金
か
ら
国
保
料
を

天
引
き
し
納
付
す
る
方
法
（
特
別
徴
収
）

と
違
い
、
自
分
で
直
接
納
付
す
る
か
、

金
融
機
関
か
ら
口
座
振
替
で
支
払
っ
て

い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　

納
付
書
は
、
7
月
中
旬
頃
に
発
送
す

る
予
定
で
す
。

　

国
保
料
は
、
1
年
間
分
（
12
カ
月
分
）

を
9
回
で
割
り
、
9
カ
月
間
（
9
期
）
で

納
め
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
7
年
度
の
各
９
期
の
納
入
期
限
は
、

①
令
和
7
年
7
月
31
日
㈭

②
令
和
7
年
9
月
1
日
㈪

③
令
和
7
年
9
月
30
日
㈫

④
令
和
7
年
10
月
31
日
㈮

⑤
令
和
7
年
12
月
1
日
㈪

⑥
令
和
7
年
12
月
25
日
㈭

⑦
令
和
8
年
2
月
2
日
㈪

⑧
令
和
8
年
3
月
2
日
㈪

⑨
令
和
8
年
3
月
31
日
㈫

　

以
上
の
9
回
で
す
の
で
納
付
忘
れ
や

納
付
も
れ
が
無
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　

未
納
が
続
く
と
病
院
を
受
診
し
た
際
、

窓
口
で
一
旦
全
額
自
己
負
担
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
お
気
を
つ

け
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
国
保
料
も
他
の
税
金
と
同
様
、

滞
納
が
発
生
す
る
と
、
差
押
等
の
滞
納

処
分
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

納
入
期
限
前
に
は
、
口
座
の
残
高
の

確
認
等
を
確
実
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問　

税
務
課
（
☎
52
ー
2
1
9
3
）

　

令
和
7
年
度
分
の
免
除
等
の
受
付
は

7
月
1
日
㈫
か
ら
開
始
さ
れ
ま
す
。
令

和
7
年
7
月
分
か
ら
令
和
8
年
6
月
分

ま
で
の
保
険
料
が
対
象
で
す
。
申
請
者

本
人
、
配
偶
者
お
よ
び
世
帯
主
の
令
和

6
年
中
の
所
得
を
基
に
審
査
を
行
い
ま

す
。
退
職
（
失
業
）
の
場
合
は
、「
特
例

免
除
制
度
」
が
あ
り
、
退
職
し
た
方
の

所
得
の
状
況
を
除
外
し
て
審
査
が
行
わ

れ
ま
す
（
離
職
票
の
写
し
の
添
付
が
必

要
で
す
）。

　

保
険
料
の
納
付
期
限
か
ら
2
年
を
経

過
し
て
い
な
い
期
間
に
つ
い
て
、
さ
か

の
ぼ
っ
て
免
除
等
を
申
請
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
が
、
免
除
等
の
申
請
が
遅
れ

る
と
、
万
一
、
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た

不
慮
の
事
態
が
発
生
し
た
際
に
、
障
害

年
金
や
遺
族
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。
免
除
等
の
申
請
は
す

み
や
か
に
お
願
い
し
ま
す
。

※
学
生
の
方
は
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
岩
国
年
金
事
務
所
で
は
、
年
金
相
談

や
お
手
続
き
に
つ
い
て
、
予
約
受
付
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
基
礎
年
金
番
号

が
分
か
る
も
の
を
お
手
元
に
、
予
約

受
付
専
用
電
話
（
☎
0
5
7
0
ー
05
ー

4
8
9
0
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
日
本
年
金
機
構
で
は
、
納
付
や
免
除

の
案
内
を
民
間
事
業
者
（
株
式
会
社

バ
ッ
ク
ス
グ
ル
ー
プ
）
に
委
託
し
て

い
ま
す
。

問　

岩
国
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　
（
☎
24
ー
2
2
2
2
）

　　

保
健
福
祉
課
（
☎
52
ー
2
1
9
5
）

国保料の計算方法について
　○４０歳未満の方・・・・国保料＝医療分+支援金分
　○４０歳～６４歳の方・・国保料＝医療分+支援金分+介護分
　○６５歳以上の方・・・・国保料＝医療分+支援金分

世帯主が国保加入者でなくても、世帯に国保加入者がいれば、
保険料を納めるのは世帯主（擬制世帯主）となります。

● 子ども（未就学児）の国民健康保険料が減額されます
　子育て世帯の経済的負担軽減を図るため、国民健康保険に加入している子ども（未就学児）の均等割額の一部が減額されます。
軽減の対象者　国民健康保険に加入する未就学児（満６歳に達する日以後最初の３月３１日以前である被保険者）
軽減の内容
　国民健康保険に加入する未就学児の均等割額を５割減額します。一定の所得以下の世帯における均等割額の軽減が適用される世
帯に属する未就学児の均等割額については、当該軽減後の均等割額をさらに５割減額することとなります。例えば、均等割額の７
割が軽減される世帯については、残りの３割について、５割を減額することとなります（合計で８．５割の軽減）。なお、未就学児
の軽減を受けるための申請は不要です。
● 出産される国民健康保険被保険者の国民健康保険料が減額されます
　子育て世帯の経済的負担軽減を図るため、国民健康保険の被保険者が出産する際、出産前後の一定期間について国民健康保険料
を減額します。
軽減の対象者 　出産される国民健康保険被保険者にかかる保険料の所得割額と均等割額
軽減の内容
　出産される国民健康保険被保険者の所得割額と均等割額を産前産後期間の４か月間（多胎妊娠の場合は６か月間）免除します。
　出産予定日の６か月前から届け出が可能です。届出がない場合でも、当町で出産の事実が確認できた場合、職権で保険料を免除
する場合があります。ただし、確認できない場合は免除されないため、忘れずに届出をお願いします。
問　保健福祉課（☎５２－２１９５）・税務課（☎５２－２１９３）

軽減割合
７　割
５　割
２　割

軽 　 減 　 対 　 象 　 世 　 帯
４３万円＋１０万円×（給与所得者等の数－１）
４３万円＋３０.５万円×被保険者数等＋１０万円×（給与所得者等の数－１）
４３万円＋５６万円×被保険者数等＋１０万円×（給与所得者等の数－１）

保険料を納めるのは世帯主

料　　　率 医　療　分 後期高齢者支援金分 介　護　分
所 得 割 率
均 等 割 額
平 等 割 額

５．４％ ３．１％ ２．９％
２３，６００円
１６，４００円

１３，４００円
９，２００円

１３，６００円
６，４００円

令和７年度　国民健康保険料率等について

世帯の前年中の合計所得金額が下記の基準額を超えない場合、均等割、平等割の金額が軽減されます。
（令和７年度の減額基準）

　軽減判定所得は、４月１日現在の国保加入者
全員の総所得金額です。ただし、擬制世帯主（世
帯主が他の社会保険等）の所得を含めます。
　世帯全員の所得の申告がないと軽減措置はで
きませんのでご注意ください。
※詳しくは町ホームページをご覧ください。
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町
民
相
談

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
出
張
相
談

弁
護
士
無
料
法
律
相
談

消
費
生
活
相
談

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

相
続
、
遺
言
の
こ
と
に
お
こ
た
え
し
ま
す

行
政
相
談

お
い
し
い
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
食
べ
て
、
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か

子
ど
も
食
堂「
わ
き
っ
ち
ん
」

ち
ょ
こ
っ
と
よ
り
み
ち『
ち
ょ
こ
の
会
』

手
づ
く
り
パ
ン
定
期
販
売
の
お
知
ら
せ

特
設
人
権
相
談
所

雇
用
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か

フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
（
食
料
支
援
）
の
ご
案
内

　

ふ
れ
あ
い
工
房
ク
ロ
ー
バ
ー
は
、
障
が
い
を

持
っ
た
人
の
社
会
的
な
活
動
や
経
済
的
な
自
立

を
促
し
、社
会
参
加
を
図
る
た
め
の
施
設
で
す
。

　

皆
さ
ま
の
お
越
し
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

日
時　

7
月
9
日
㈬　

14
時
30
分
〜
15
時

場
所　

総
合
福
祉
会
館
1
階
ロ
ビ
ー

問　

和
木
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
52
ー
8
6
4
4
）

　

家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
「
は
っ
ち
ー
ず
」

は
、
学
校
や
家
庭
の
中
で
疑
問
や
不
安
に

思
っ
て
い
る
こ
と
に
耳
を
か
た
む
け
ま
す
。

　

ま
ず
は
文
化
会
館
で
メ
ン
バ
ー
の
方
と
お

話
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時　

7
月
10
日
㈭　

9
時
30
分
〜
11
時

場
所　

文
化
会
館
1
階
集
会
室

問　
「
は
っ
ち
ー
ず
」
事
務
局
（
教
育
委
員

会
事
務
局
内
）（
☎
53
ー
3
1
2
3
）

　
日
時　

7
月
19
日
㈯

　
　
　

受
付
11
時
30
分
〜
12
時

場
所　

安
禅
寺
（
和
木
1
丁
目
6
番
18
号
）

参
加
費　

こ
ど
も
：
無
料

　
　
　
　

保
護
者
：
3
0
0
円

申
込
方
法　

先
着
15
名

※
当
日
の
受
付
も
可
能
で
す
が
、
準
備
の
た

め
、
16
日
㈬
ま
で
に
事
前
申
し
込
み
を
お

願
い
し
ま
す
。

問　
「
わ
き
っ
ち
ん
」
事
務
局

（
☎
0
9
0
ー
7
1
3
6
ー
8
9
5
7
）

日
時　

7
月
2
日
㈬　

9
時
30
分
〜
12
時

場
所　

文
化
会
館
１
階
講
習
室

相
談
内
容

・
差
別
や
暴
行
、
虐
待
を
受
け
た

・
セ
ク
ハ
ラ
、
パ
ワ
ハ
ラ
を
受
け
た

・
い
じ
め
、
体
罰
を
受
け
た

・
名
誉
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
を
さ
れ
た

　

な
ど
、
人
権
問
題
全
般
に
つ
い
て

相
談
員　

人
権
擁
護
委
員

問　

山
口
地
方
法
務
局
岩
国
支
局

（
☎
43
ー
1
1
2
5
）

　
　

保
健
福
祉
課
（
☎
52
ー
2
1
9
5
）

　
「
仕
事
が
う
ま
く
い
か
な
い
」「
就
職
活
動

に
不
安
が
あ
る
」「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
苦
手
」
な
ど
仕
事
の
相
談
を
雇
用
ト
ー
タ

ル
サ
ポ
ー
ト
が
お
受
け
し
ま
す
。

問　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
岩
国（
☎
21
ー
3
2
8
1
）

　

夏
休
み
中
に
食
料
支
援
が
必
要
な
子
育
て

中
の
ご
家
庭
に
先
着
20
セ
ッ
ト
の
食
品
を
お

配
り
し
ま
す
。

配
布
日
時　

7
月
19
日
㈯　

11
時
30
分
〜
13
時

配
布
場
所　

安
禅
寺
（
和
木
1
丁
目
6
番
18

号
）

※
配
布
日
時
に
ご
本
人
ま
た
は
ご
家
族
が
取

り
に
来
て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　

7
月
1
日
㈫　

20

時
よ
り
2
次
元
コ
ー
ド
を
読
み

取
り
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問　
「
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
」
事
務
局

（
☎
0
9
0
ー
7
7
7
7
ー
0
7
7
8
）

各
種
お
知
ら
せ

　

身
近
な
相
談
、
お
困
り
ご
と
に
つ
い
て
、

町
民
相
談
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

日
時　

毎
週
火
・
金
曜
日　

9
時
〜
16
時

場
・
問　

町
民
相
談
室
（
和
木
町
社
会
福
祉

協
議
会
内
）（
☎
52
ー
1
6
1
6
）

主
催　

あ
ん
し
ん
相
続
せ
と
う
ち

　
　
　

行
政
書
士
よ
う
か
い
事
務
所

　
　
　

竹
村
行
政
書
士
事
務
所

　
　
　

し
げ
く
に
行
政
書
士
事
務
所

日
時　

7
月
16
日
㈬　

9
時
〜
12
時

場
所　

総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

1
階
集
会
室

※
ご
予
約
は
不
要
で
す
。
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

※
行
政
書
士
に
は
秘
密
を
守
る
義
務
が
あ
り

ま
す
。
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問　

用
皆
光
康
行
政
書
士

（
☎
0
8
2
9
ー
56
ー
5
5
9
9
）

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
岩
国
で
は
、
生
活
保
護
受

給
者
及
び
生
活
困
窮
者
の
方
、
ひ
と
り
親
の

方
、
高
齢
者
の
方
の
就
職
支
援
の
た
め
、
出

張
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
幅
広
く
相
談
を

お
受
け
し
ま
す
。

日
時　

7
月
15
日
㈫ 

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
所　

文
化
会
館
2
階
商
工
指
導
室

※
前
日
の
正
午
ま
で
に
ご
予
約
を
お
願
い
し

ま
す
。

問　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
岩
国（
☎
21
ー
3
2
8
1
）

　

行
政
相
談
委
員
は
、
行
政
に
対
す
る
苦
情

や
意
見
、
要
望
を
広
く
住
民
の
方
か
ら
お
聞

き
す
る
「
行
政
相
談
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　

7
月
18
日
㈮　

10
時
〜
12
時

場
・
問　

町
民
相
談
室（
和
木
町
社
会
福
祉

協
議
会
内
）（
☎
52
ー
1
6
1
6
）

　

消
費
生
活
に
お
困
り
の
方
は
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　

7
月
1
日
、
8
日
、
15
日
、
29
日

　
　
　

9
時
〜
17
時

※
毎
週
火
曜
日
に
行
っ
て
い
ま
す
。

（
22
日
は
お
休
み
で
す
）

場
所　

役
場
議
会
棟
1
階
相
談
室

相
談
員　

轟　

眞
由
美
さ
ん

（
和
木
町
消
費
生
活
相
談
員
）

問　

役
場
議
会
棟
相
談
室（

☎
35
ー
5
3
1
0
）

主
催　

弁
護
士
法
人
あ
さ
か
ぜ
法
律
事
務
所

日
時　

7
月
24
日
㈭　

10
時
〜
13
時

場
所　

総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

1
階
健
康
相
談
室

問　

弁
護
士
法
人
あ
さ
か
ぜ
法
律
事
務
所

　
　

岩
国
市
役
所
前
事
務
所

（
☎
22
ー
7
7
7
7
）

※
ご
相
談
は
事
前
の
ご
予
約
を
お
願
い
し

ま
す
。
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和
木
郵
便
局
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
申
請
（
新
規
・
更
新
）

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す

体
育
セ
ン
タ
ー
休
館
の
お
知
ら
せ

ひ
き
こ
も
り
相
談
な
ど

や
ま
ぐ
ち
若
者
定
住
応
援

事
業
補
助
金
の
ご
案
内

町
民
プ
ー
ル（
幼
児
プ
ー
ル
）・

中
学
校
プ
ー
ル
を
開
放
し
ま
す

中
学
校
プ
ー
ル

・
小
学
校
３
年
生
か
ら
一
般
の
方
が
利
用
で

き
ま
す
。
小
学
生
に
つ
い
て
は
、
必
ず
保

護
者
が
同
伴
し
、
自
分
の
子
ど
も
を
管

理
、
監
督
し
て
く
だ
さ
い
。
保
護
者
が
一

緒
に
遊
泳
で
き
な
い
場
合
は
、
利
用
を
お

断
り
い
た
し
ま
す
。

・
同
伴
遊
泳
さ
れ
る
保
護
者
の
方
も
、
水
泳

用
の
帽
子
を
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
体
育
セ
ン
タ
ー
（
☎
52
ー
2
8
1
1
）

　
　

小
学
校
（
☎
53
ー
2
6
5
5
）

　

参
議
院
議
員
選
挙
の
投
開
票
所
と
な
る
た

め
、
次
の
と
お
り
休
館
と
な
り
ま
す
。

日
時　

7
月
19
日
㈯
〜
7
月
21
日
（
月
・
祝
）

　
　
　

12
時
ま
で

※
体
育
セ
ン
タ
ー
及
び
町
民
庭
球
場
は
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。
ま
た
、
窓
口
で
の

申
込
受
付
等
も
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
　
体
育
セ
ン
タ
ー
（
☎
52
ー
2
8
1
1
）

　

山
口
県
で
は
、
若
者
の
県
内
定
着
・
還
流

を
促
進
す
る
た
め
、
住
宅
ロ
ー
ン
を
利
用
し

て
新
た
に
住
宅
を
取
得
し
、
令
和
7
年
4
月

1
日
以
降
に
居
住
を
開
始
し
た
満
29
歳
以
下

の
方
（
夫
婦
の
場
合
は
い
ず
れ
か
が
満
29
歳

以
下
の
世
帯
）
を
対
象
に
返
済
利
息
額
の

1
／
2（
最
大
12
万
円
／
年
）を
補
助
し
ま
す
。

〇
山
口
県
の
補
助
金
で
す
。

〇
申
請
方
法
は
「
や
ま
ぐ
ち
電
子
申
請
シ
ス

テ
ム
」
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
ま
た
は

書
面
申
請
で
す
。

※
書
面
申
請
の
場
合
は
都
市
建
設
課
窓
口
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
居
住
開
始
後
3
か
月
以
内
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

※
令
和
7
年
4
月
〜
6
月
に
居
住
を
開
始
し

た
方
は
、
9
月
30
日
㈫
ま
で
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

◎
補
助
要
件
、
補
助
額
な
ど
、
詳
し
く
は
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

https://w
w
w
.pref.yam

aguchi.
lg.jp/soshiki/30/294409.htm

l

申
・
問　

山
口
県
総
合
企
画
部

　
　
　
　

中
山
間
・
地
域
振
興
課

（
☎
0
8
3
ー
9
3
3
ー
2
5
4
9
）

　
　
　
　

都
市
建
設
課
（
☎
52
ー
2
1
9
7
）

　

岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
16
歳
以
上

の
ひ
き
こ
も
り
状
態
に
あ
る
人
や
そ
の
ご
家

族
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
ひ
き
こ
も
り
と
は
、
学
校
や
職
場
に
行
か
ず
、

家
族
以
外
と
の
親
密
な
対
人
関
係
が
持
て
な

い
状
態
が
続
い
て
い
る
場
合
を
い
い
ま
す
。

個
別
相
談

日
時　

毎
週
月
〜
金
曜
8
時
30
分
〜
17
時
15
分

家
族
教
室（
要
申
込
）

　

ひ
き
こ
も
り
に
関
す
る
理
解
を
深
め
、
ご

家
族
同
士
で
対
応
に
つ
い
て
学
び
合
い
ま
す
。

（
全
4
回
）

日
程　

8
月
〜
1
月　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
所　

岩
国
総
合
庁
舎　

申
・
問　

岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
☎
29
ー
1
5
2
5
）

支
援
内
容

〇
顔
写
真
の
撮
影
と
印
刷
（
申
請
書
に
添

付
し
ま
す
）

〇
申
請
書
の
記
入
支
援
と
役
場
へ
の
提
出

受
付
場
所
・
日
時

場
所
…
和
木
郵
便
局

時
間
…
9
時
〜
17
時
（
た
だ
し
、
和
木
郵

便
局
の
窓
口
営
業
時
間
内
に
限
る
）

郵
便
局
で
申
請
が
で
き
る
方

　

新
規
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
交
付
を
希
望

す
る
方
ま
た
は
更
新
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
新
た
に
作
り
変
え
る
方

※
和
木
町
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
2
か
月

以
内
に
町
外
へ
の
転
出
予
定
が
な
い
方

※
申
請
者
本
人
（
15
歳
未
満
の
方
は
法
定

代
理
人
と
と
も
に
）
が
会
場
に
お
越
し

い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

料
金　

無
料

手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
申
請
書

（
新
規
ま
た
は
更
新
）

注
意
事
項

〇
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
書
き
込
ま
れ

た
電
子
証
明
書
の
更
新
手
続
き
に
つ
い

て
は
、
郵
便
局
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。

〇
申
請
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受

取
り
ま
で
は
約
1
〜
2
か
月
程
度
か
か

り
、　

和
木
町
役
場
で
の
受
取
り
と
な
り

ま
す
。

問
　
住
民
サ
ー
ビ
ス
課
（
☎
52
ー
2
1
9
4
）

開
放
日
　
7
月
19
日
㈯
〜
8
月
31
日
㈰

※
8
月
13
日
㈬
〜
15
日
㈮
は
お
休
み
で
す
。

開
放
時
間
　
9
時
30
分
〜
12
時

※
小
学
校
プ
ー
ル
は
一
般
開
放
を
中
止
し
ま

す
。
詳
し
く
は
小
学
校
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

プ
ー
ル
利
用
に
あ
た
っ
て
の
注
意
事
項

共
通
事
項

・
プ
ー
ル
入
口
で
受
付
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
水
泳
用
の
帽
子
を
必
ず
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

・
す
べ
て
の
プ
ー
ル
で
の
飛
び
込
み
は
、
禁

止
し
ま
す
。

・
利
用
上
の
注
意
事
項
が
守
っ
て
い
た
だ
け

な
い
場
合
に
は
、
利
用
を
お
断
り
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

・
ゴ
ー
グ
ル
、
浮
き
輪
の
使
用
は
可
能
で
す

が
、
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
、
ボ
ー
ト
な
ど
他
の

人
に
迷
惑
と
な
る
よ
う
な
物
の
利
用
は
で

き
ま
せ
ん
。

・
山
口
県
内
に
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
が
発

令
さ
れ
た
場
合
や
悪
天
候
の
場
合
は
、
開

放
を
中
止
し
ま
す
。

・
右
記
の
ほ
か
、
監
視
員
の
指
示
に
従
っ
て

適
切
に
ご
利
用
願
い
ま
す
。

町
民
プ
ー
ル
（
幼
児
プ
ー
ル
）

・
利
用
さ
れ
る
場
合
は
、
必
ず
幼
児
等
の
保

護
者
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
保

護
者
が
各
自
で
自
分
の
子
ど
も
を
管
理
、

監
督
し
て
く
だ
さ
い
。

・
小
学
校
2
年
生
ま
で
の
子
ど
も
が
入
場
で

き
ま
す
。

・
幼
児
等
で
オ
ム
ツ
の
は
ず
れ
て
い
な
い
場

合
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
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第
27
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

７
月
20
日
㈰

（
山
口
県
選
挙
区・比
例
代
表
）

職
業
訓
練
生
の
募
集

「
英
語
・
接
客
応
対
も
学
べ
る
Ｏ
Ａ
事
務
習
得
科
」

令
和
７
年
度 

就
学
義
務
猶
予

免
除
者
等
の
中
学
校
卒
業
程
度

認
定
試
験
の
実
施
に
つ
い
て

特
定
計
量
器（
は
か
り
）の
定
期
検
査

令
和
７
年
度
海
の
事
故
ゼ
ロ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

海
上
保
安
庁
で
は
、「
海
難
ゼ
ロ
へ
の
願
い
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
全
国
一
斉
に
海
の
事
故
ゼ

ロ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
す
。

期
間　

7
月
16
日
㈬
〜
7
月
31
日
㈭

海
難
ゼ
ロ
の
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

〇
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
常
時
着
用

〇
防
水
パ
ッ
ク
入
り
携
帯
電
話
等
に
よ
る
連

絡
手
段
の
確
保

〇
携
帯
電
話
等
の
G
P
S
機
能
を
O
N
に
し

て
お
く
こ
と
に
よ
る
位
置
情
報
の
発
信

〇
1
1
8
番
や
N
E
T
1
1
8
の
活
用

問　

岩
国
海
上
保
安
署
（
☎
21
ー
6
1
1
8
）

訓
練
概
要

〇W
ord

、Excel

、Pow
erPoint

に
関
す
る

知
識
や
技
能
を
習
得
す
る
。

〇
事
務
実
務
、
接
客
、
英
語
、
情
報
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
を
学
び
、Ｏ
Ａ
事
務
と
し
て
の
能
力

を
身
に
つ
け
る
。

訓
練
費
用

　

受
講
料
無
料
で
す
。
た
だ
し
、
教
科
書
代

等
と
し
て
1
1
，
8
2
0
円
必
要
。
資
格
試

験
受
験
料
は
別
途
必
要
で
す
。

訓
練
期
間　

8
月
27
日
㈬
〜
11
月
26
日
㈬

（
3
ヶ
月
）

申
込
期
限　

8
月
1
日
㈮
（
先
着
順
で
は
あ
り

ま
せ
ん
）

募
集
定
員　

15
名

訓
練
場
所　

学
校
法
人
Y
I
C
学
院
岩
国
教
室

（
岩
国
駅
前
ビ
ル
4
階
）

申
・
問　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
岩
国

（
☎
21
ー
3
2
8
1
）

　

商
店
や
病
院
・
学
校
な
ど
で
取
引
や
証
明

に
使
用
さ
れ
る
は
か
り
は
、
2
年
に
1
度
「
定

期
検
査
」
を
受
け
る
よ
う
計
量
法
で
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
次
の
と
お

り
集
合
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

※
集
合
検
査
に
参
加
で
き
な
い
場
合
は
山
口

県
計
量
協
会
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
時　

7
月
18
日
㈮　

13
時
〜
14
時
30
分

場
所　

体
育
セ
ン
タ
ー

問　

企
画
総
務
課
（
☎
52
ー
2
1
3
6
）

　
　

山
口
県
計
量
協
会

（
☎
0
8
3
ー
9
8
6
ー
2
5
9
1
）

　

こ
の
試
験
は
、
病
気
な
ど
、
や
む
を
得

な
い
事
由
に
よ
り
、
就
学
義
務
を
猶
予
又

は
免
除
さ
れ
た
方
等
に
対
し
、
中
学
校
卒

業
程
度
の
学
力
が
あ
る
か
ど
う
か
を
認
定

す
る
た
め
に
国
が
行
う
も
の
で
、
合
格
者

に
は
高
等
学
校
の
入
学
資
格
が
与
え
ら
れ

ま
す
。

試
験
期
日　

10
月
16
日
㈭

試
験
場
所　

山
口
県
庁

試
験
科
目　

国
語
、
社
会
、
数
学
、
理
科
、
外

国
語
（
英
語
）

願
書
の
受
付
期
限　

8
月
29
日
㈮

そ
の
他　

受
験
資
格
、
出
願
書
類
な
ど
詳
し

い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
山
口
県
教
育
庁
義

務
教
育
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

山
口
県
教
育
庁
義
務
教
育
課

（
☎
0
8
3
ー
9
3
3
ー
4
5
9
5
）

　

こ
の
場
合
、
投
票
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の

で
、
安
心
し
て
投
票
所
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

不
在
者
投
票

　

長
期
出
張
や
出
産
な
ど
で
和
木
町
か
ら
離
れ

て
い
る
方
や
病
院
に
入
院
、
老
人
ホ
ー
ム
に
入

所
な
ど
さ
れ
て
い
る
方
は
、
不
在
者
投
票
制
度

を
ご
利
用
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

期
日
前
投
票

　

投
票
日
に
、
公
私
の
用
事
や
旅
行
等
で
投

票
所
に
行
か
れ
な
い
方
は
、
期
日
前
投
票
が

で
き
ま
す
。

投
票
期
間　

7
月
4
日
㈮
〜
7
月
19
日
㈯

投
票
時
間　

8
時
30
分
〜
20
時

投
票
場
所　

役
場
議
会
棟
委
員
会
室

持
参
す
る
も
の　

投
票
所
入
場
券

（
届
い
て
い
る
場
合
）

※
印
鑑
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

公
営
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場

　

町
内
26
箇
所
に
公
営
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
を

設
置
し
ま
す
。
こ
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
を
壊

し
た
り
、
貼
っ
て
あ
る
ポ
ス
タ
ー
を
破
っ
た

り
す
る
と
罰
せ
ら
れ
ま
す
。
掲
示
板
が
壊
れ

て
い
た
り
、
ポ
ス
タ
ー
が
破
れ
て
い
る
の
を

見
つ
け
た
と
き
は
、
町
選
挙
管
理
委
員
会
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問　

選
挙
管
理
委
員
会
（
企
画
総
務
課
内
）

　
　
（
☎
52
ー
2
1
3
6
）

　

有
権
者
の
皆
さ
ん
、
7
月
20
日
㈰
に
、
第

27
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。

棄
権
を
し
な
い
で
、
必
ず
投
票
に
行
き
ま
し
ょ

う
。
選
挙
の
主
役
は
あ
な
た
で
す
。
よ
く
考

え
て
悔
い
の
な
い
一
票
を
投
じ
、
公
正
で
明

る
い
選
挙
に
し
ま
し
ょ
う
。

投
票

投
票
日　

7
月
20
日
㈰

投
票
時
間　

7
時
〜
20
時

投
票
場
所　

投
票
場
所
は
有
権
者
あ
て
に
郵
送

さ
せ
て
い
た
だ
く
投
票
所
入
場
券
に
記
載
し

て
い
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

開
票

開
票
日　
　

7
月
20
日
㈰

開
票
時
間　

20
時
50
分
か
ら
（
予
定
）

開
票
場
所　

体
育
セ
ン
タ
ー

投
票
で
き
る
人

　

和
木
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

る
人
の
う
ち
、
平
成
19
年
7
月
21
日
以
前
に

生
ま
れ
た
人
で
、
令
和
7
年
4
月
2
日
以
前

か
ら
和
木
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ

て
い
る
人
で
す
。

　

令
和
7
年
4
月
3
日
以
降
に
転
入
の
手
続

き
を
さ
れ
た
方
は
、
前
の
住
所
地
で
投
票
で

き
ま
す
。

代
理
投
票

　

体
調
不
良
や
心
身
の
障
害
等
に
よ
り
自
分

で
投
票
の
記
入
が
で
き
な
い
方
は
、
投
票
所

で
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
係
員
が
あ

な
た
に
代
わ
っ
て
投
票
用
紙
に
書
い
て
く
れ

ま
す
。

15



５番を選択のうえ、音声ガイダンスにしたがってお進みください。
平　日：９時３０分～２０時００分
土日祝：９時３０分～１７時３０分受付時間（年末年始を除く）

日
時
　
7
月
15
日
㈫
　
13
時
〜
14
時

会
場
　
和
木
中
学
校
美
術
室

講
師
　
美
術
部
員

対
象
　
ど
な
た
で
も

参
加
費
　
無
料

持
参
物
　
な
し

服
装
　
汚
れ
て
も
よ
い
服

定
員
　
15
名
程
度

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

募
集
対
象

　
ポ
ス
タ
ー
　
小
学
4
年
生
〜
中
学
3
年
生

　
標
語
　
　
　
小
・
中
学
生
、
一
般

申
込
期
間
　
7
月
22
日
㈫
〜
8
月
29
日
㈮

提
出
先

　
小
・
中
学
生
　
各
学
校

　
一
般
　
　
　
　
教
育
委
員
会
事
務
局

申
込
方
法

〇
ポ
ス
タ
ー
の
部

・
応
募
作
品
数
　
1
人
1
作
品

・
規
格
　
画
用
紙
4
つ
切
り
、
タ
テ
画

・
あ
い
さ
つ
運
動
を
進
め
る
趣
旨
の
言
葉
を

入
れ
る
。

〇
標
語
の
部

・
応
募
作
品
数
　
1
人
1
作
品

・
規
格
　
教
育
委
員
会
設
置
、
学
校
に
配
布

の
応
募
用
紙
に
記
入
す
る
。

・
未
発
表
の
作
品
に
限
る
。

表
彰 〈
最
優
秀
賞
〉
各
部
門
1
点
、〈
優
秀
賞
〉

各
部
門
1
点
、〈
入
選
〉
各
部
門
1
〜
2
点

そ
の
他
　
作
品
は
、
審
査
後
に
返
却
し
ま
す
。

●
和
木
中
学
校
美
術
部
員
と

　

お
花
を
描
い
て
み
よ
う
！

●
あ
い
さ
つ
運
動
の
ポ
ス
タ
ー
・

　

標
語
作
品
募
集

和
木
学
園
講
座
等
の
ご
案
内

申
・
問
教
育
委
員
会
事
務
局
（
☎
53
ー
3
1
2
3
）

　
み
な
で
手
塩
に
か
け
て
、
お
い
し
い
工
夫

を
加
え
て
「
び
っ
く
り
お
む
す
び
」
を
作
り

ま
し
ょ
う
。
お
い
し
い
具
材
を
い
ろ
い
ろ
教

え
て
い
た
だ
け
ま
す
。
習
っ
て
家
族
に
も
作
っ

て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
7
月
25
日
㈮
　
10
時
30
分
〜
12
時
30
分

会
場
　
和
木
中
学
校
調
理
室

講
師
　
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
の
皆
さ
ん

対
象
　
小
学
生

参
加
費
　
お
一
人
3
0
0
円

持
参
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
マ
ス
ク
、
タ

オ
ル
、
飲
み
物

定
員
　
15
名
程
度

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

●
食
推
さ
ん
の

　

び
っ
く
り
お
む
す
び
講
座
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ス
ポ
ー
ツ

〇
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

〇
サ
ッ
カ
ー
部

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

〇
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

大
会
名　

令
和
7
年
度
山
口
県
春
季
シ
ニ
ア

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

開
催
日　

4
月
27
日

場
　
所　

ゼ
オ
ン
ア
リ
ー
ナ
周
南
庭
球
場

成
　
績　

優
勝　

60
歳
以
上
男
子

　
　
　
　

杉
山
・
土
田
ペ
ア

〇
弓
道
部

大
会
名　

ス
ポ
ー
ツ
文
化
交
流
大
会
兼
ね
ん

り
ん
ピ
ッ
ク
山
口
県
予
選
会

開
催
日　

5
月
14
日

場
　
所　

山
口
県
弓
道
場

成
　
績　

片
岡
紀
子
さ
ん
が
上
位
5
名
に
入

賞
さ
れ
、
10
月
に
岐
阜
県
で
行
わ
れ
る
ね
ん

り
ん
ピ
ッ
ク
弓
道
の
部
の
山
口
県
正
選
手
に

選
ば
れ
ま
し
た
！

大
会
名　

第
44
回
福
山
市
弓
道
大
会

開
催
日　

5
月
18
日

場
　
所　

福
山
市
弓
道
場

成
　
績　

シ
ニ
ア
部
門
個
人
優
勝

　
　
　
　

中
村　

恭
二

体
育
協
会

和
木
町
夏
季
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
参
加
者
募
集

日
　
時　

8
月
16
日
㈯

　
　
　
　

9
時
〜
13
時
（
雨
天
順
延
）

会
　
場
　
和
木
町
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

　
　
　
　
（
和
木
町
体
育
セ
ン
タ
ー
前
）

主
　
催　

和
木
町
体
育
協
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

参
加
料　

1
ペ
ア 

1
，
0
0
0
円

　
　
　
　
（
大
会
当
日
徴
収
）

試
合
方
法　

日
本
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
競
技

規
則
に
沿
っ
て
進
行
し
ま
す

申
込
方
法　

体
育
セ
ン
タ
ー
へ
申
込
み

申
込
期
限　

7
月
31
日
㈭

申
・
問　

体
育
協
会
事
務
局

（
体
育
セ
ン
タ
ー
内
）（
☎
52
ー
2
8
1
1
）

○
テ
ニ
ス
ス
ク
ー
ル

大
会
名　

Ｒ
7
年
Ⅰ
期　

和
木
町
テ
ニ
ス
ス

ク
ー
ル
大
会
（
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
）

開
催
日　

5
月
27
日

場
　
所　

和
木
町
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

成
　
績　

ジ
ュ
ニ
ア
の
部

１
位　

塩
田　

篤
人　
　
〔
和
木
小
〕

２
位　

西
原　

葵　
　
　
〔
和
木
小
〕

３
位　

中
原　

颯
真　
　
〔
和
木
小
〕

大
会
名　

Ｒ
7
年
Ⅰ
期　

和
木
町
テ
ニ
ス
ス

ク
ー
ル
大
会
（
一
般
の
部
）

開
催
日　

5
月
28
日

場
　
所　

和
木
町
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

成
　
績　

初
級
の
部

1
位　

藤
本　

明
美　
〔
岩
国
市
〕

2
位　

内
山　

優
子　
〔
和
木
町
〕

3
位　

久
楽　

茉
歩　
〔
大
竹
市
〕

中
級
の
部

1
位　

村
田　

治
子　
〔
岩
国
市
〕

2
位　

山
口　

英
一　
〔
和
木
町
〕

3
位　

相
川　

葉
子　
〔
和
木
町
〕

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

開催日
場　所
成　績

５月３１日～６月１日
夢ヶ丘公園野球場
優勝

開催日
場　所
成　績

６月１日
蜂ヶ峯総合公園グラウンド
３位

※

2
0
2
5
年
8
月
2
日
か
ら
福
井
県
で
開

催
さ
れ
る
全
国
大
会
へ
山
口
県
代
表
と
し

て
出
場
が
決
ま
り
ま
し
た
！

開催日
場　所
成　績

５月１９日
サンビレッジ周東
優勝

■ 第40回高水杯少年少女ソフトボール大会■ 第47回山口県小学生ソフトボール選手権大会

■ ミニ和木大会
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２０２５年８月２日（土）  ９時３０分～１１時５０分
受　付：９時１５分～、大会：９時３０分～１１時
表彰式：１１時３０分～
会　場：総合コミュニティセンター１階

受付順に２～３人ずつの入室となります。
歌の歌詞をタイピングし、その得点を競います（ハンディキャップ制）
入力するのは「自由」＋「課題」の２曲分の歌詞です。

【自由詞】20曲の中からお選びください→
【参加料】200円（当日 受付で支払い）

共催：コミセンパソコン教室
　　　和木町教育委員会

第７回第７回

タイピ
ング
大会

要　項

申込方法

日時・場所

申込期限：２０２５年７月３０日（水）２３時５９分

　WEBフォームよりお申込みください。
　 h t t p s : / / p c - v i . x i i . j p / e v e n t /
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問：住民サービス課（☎５２－２１９４）

　和木町快適環境まちづくり町民会議では、町内の
環境と景観を守るための清掃を行うボランティアに
対し、ボランティア清掃ごみ袋をお渡ししています。
　対象者は、町内に住所がある個人で、申請書を住
民サービス課に提出する必要があります。対象とな
る清掃は、「個人が町内の環境美化を目的に、道路・
公園・その他公共の場所を無償で行う清掃」です。
家庭や事業所から出たごみ、町内一斉清掃や自治会
のイベントや祭り等のごみには使用できません。
　お渡しできるごみ袋は、焼却・プラ兼用指定袋と
金属不燃・衣類兼用指定袋の２種類で枚数に上限が
あります。ごみとして出すときは、和木町家庭用ご
み収集カレンダーの分別方法に従って、収集日に名
前を書いてごみステーションに出してください。

和木町ボランティア清掃
ごみ袋について

ボランティア清掃をされる方は、
お気軽にご相談ください

　猫の侵入を完全に防ぐことは困難ですが、個
人で野良猫対策用品を購入する前に試してみて
はいかがでしょうか？音が出たり臭いがします
ので、お試しの際は、個人の責任においてご使
用ください。
　なお、多くの方に試していただくため、貸出
期間は２週間とさせていただきます。
　また数に限りがありますので、ご希望に添え
ない場合はご了承ください。

～野良猫を
　　減らしていくために～

不定期連載

猫の被害を減らすための
お試し用品を貸し出します

申・問　和木町快適環境まちづくり町民会議事務局
　　　　（住民サービス課）（☎５２－２１９４）

※お試しいただくのは、
　動物撃退器（超音波）
　と忌避剤になります。

〇山に入るのは、なるべく控えましょう。どうしても
入る場合は、一人では入らず、音を立てながら歩き
ましょう。

〇早朝・夜間は出会う可能性が高くなりますので、注
意してください。

〇クマはエサを求めて出没します。クマの出没を未然
に防ぐために、普段から、ご家庭や地域で、果実の
こまめな摘み取り、放任果樹の枝打ちや伐採、田畑
や自宅周辺の草刈り、生ごみの屋外放置をやめる等、
出来る対策を行ってください。

クマに注意しましょう！！

出没情報は➡岩国警察署（☎２４－０１１０）　
　　　　　　 住民サービス課
　　　　　　　　　　　　（☎５２－２１９４）まで！

落ち着いてその場から離れ
ましょう。
クマをおどろかすので、大
声を出したり、走って逃げ
たりするのはやめましょう。

もしもクマに出会ったら

この時期、各地で、クマが目撃されています。
次のことに注意してください。

本籍地の市区町村から
戸籍に記載される予定の氏名の
フリガナの通知が届きます

通知されたフリガナが
　　　　　戸籍に記載されます
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か
ら
す

べ
き

ら

く
つ
げ
ん

消費者生活相談

だより

消費者生活相談

だより Vol. 239

問
合
せ
▼

企
画
総
務
課（
☎
52
ー
2
1
3
6
）

消
費
生
活
相
談
（
火
曜
日
の
み
）

（
☎
35
ー
5
3
1
0
）

山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
☎
0
8
3
ー
9
2
4
ー
2
4
2
1
）

お米の詐欺サイトに
注意しよう！

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

　
お
米
の
価
格
高
騰
に
便
乗
し

た
詐
欺
サ
イ
ト
に
関
す
る
相
談

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
詐
欺

サ
イ
ト
は
、
お
米
に
限
ら
ず
様
々

な
商
品
で
見
ら
れ
ま
す
が
、
ト

ラ
ブ
ル
に
あ
わ
な
い
た
め
に
は
、

「
日
本
語
表
記
が
不
自
然
」「
極

端
に
安
い
価
格
」「
連
絡
先
情
報

が
不
十
分
ま
た
は
偽
り
」
と
い
っ

た
点
が
な
い
か
を
注
文
前
に
確

認
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
価

格
の
み
を
見
て
、
安
易
に
飛
び

つ
か
ず
、
ど
う
し
て
安
い
の
か
、

詐
欺
サ
イ
ト
の
可
能
性
は
な
い

か
ま
で
考
慮
し
、
慎
重
に
注
文

し
ま
し
ょ
う
。

【
相
談
】

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
「
圧
倒
的

な
安
さ
！
お
米
の
セ
ー
ル
実
施

中
」
と
い
う
広
告
を
見
た
。
近
所

の
お
店
と
比
べ
る
と
格
安
だ
っ
た

が
、
本
当
に
安
く
購
入
で
き
る
の

だ
ろ
う
か
。

【
回
答
】

　
他
と
比
べ
て
格
安
で
販
売
さ

れ
て
い
る
場
合
、
詐
欺
サ
イ
ト

の
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
を
利
用
す
る

際
は
、
注
文
前
に
サ
イ
ト
に
表

示
さ
れ
て
い
る
事
業
者
の
名
称
、

住
所
、
電
話
番
号
な
ど
の
情
報

を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
す

る
な
ど
し
て
、
不
審
な
点
が
な

い
か
を
確
認
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

和

木

短

歌

会

子
供
の
日
ち
び
�
子
あ
ふ
れ
る
Ｂ
ｅ
ｅ
＋

じ
い
じ
も
ば
あ
ば
も
マ
イ
ナ
ス
十
歳

田
中　
　

宏

海
峡
を
往
き
交
う
船
を
眺
め
つ
つ

浸
か
る
温
泉
命
の
洗
濯

井
口
美
智
子

バ
ラ
園
の
主
役
を
覆
い
伸
び
る
草

強
き
根
�
こ
に
ボ
ラ
ン
テ
�
ア
泣
く

バ
ラ
園
に
響
き
渡
り
し
ロ
�
ズ
ベ
ル

よ
み
が
え
り
た
り
友
の
ウ
エ
デ
�
ン
グ

清
水　

敬
子

泉
原　

節
子

い
そ
い
そ
と
挨
拶
運
動
に
飛
び
出
す
わ
れ

出
勤
す
る
夫
に
挨
拶
忘
れ

中
礒　

和
子

こ
ど
も
の
日
汨
羅
に
沈
む
屈
原
に

想
い
を
重
ね
ち
ま
き
を
食
べ
る

藤
川　

洋
子

兼
本　

信
昌

朝
な
夕
な
太
き
声
し
て
啼
く
鴉

た
ま
ご
抱
く
や
五
月
雨
の
中

灰
岡　

裕
美

甘
夏
の
大
量
の
花
と
つ
き
さ
す
香
に

毎
朝
お
ど
ろ
く
退
職
の
夫（

公
財
） 

山
口
県
市
町
村
振
興
協
会

7
月
11
日
㈮
〜
8
月
11
日
㈪

販
売
期
間

今月の納税
　
町
税
な
ど
の
納
付
は
便
利
な
口
座
振
替
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問 

都
市
建
設
課
（
☎
52
ー
2
1
9
8
）

問 

税
務
課
（
☎
52
ー
2
1
9
3
）

固
定
資
産
税 

　
　
　
　
　
　
　
　
2
期
分

町
営
住
宅
使
用
料 

　
　
　
　
　
　
7
月
分

国
民
健
康
保
険
料 

　
　
　
　
　
　
1
期
分

介
護
保
険
料 

　
　
　
　
　
　
　
　
1
期
分

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料 

　
　
　
1
期
分

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・

上
下
水
道
使
用
料 

　
　
　
　
5
・
6
月
分

・・・・・・・・・・・
　
　
　

※
納
期
限
は
7
月
31
日
㈭
で
す
。

　体操や認知症予防の講座を開催しています。
　毎回、認知症地域支援推進員が認知症に関する心配ごと、悩みごとの相談に応じ
ます。個室もありますので、お気軽にご相談ください。
　♪認知症を予防したいと思っている方、認知症の方、介護をしている方、

　　話し相手が欲しい方等・・・一緒にわきあいあいと楽しみませんか。♪

【次回のご案内】

オレンジカフェだより

日　時　７月２８日（月）１３時３０分～１５時（時間内　出入り自由）
場　所　コミュニティセンター１階 集会室
内　容　ゲームで楽しもう！
参加費　無料
申・問　地域包括支援センター　（☎５２－２１９６）
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令和7年6月1日現在
総人口　5,662人（－18）
世帯数　2,599世帯（－10）
和木町の面積　10.58㎢
（　）内は前月比

女　2,893人（－9人）男　2,769人（－9人）
8

26
62

92
183

195
168

146

200
182
187

160
150
138
131

142
174

151
105

168

1 9
27

80
107

167
184
183
197

145
165

209
172

189
154

118
108
120

182
167

125
85

100以上
95－99
90－94
85－89
80－84
75－79
70－74
65－69
60－64
55－59
50－54
45－49
40－44
35－39
30－34
25－29
20－24
15－19
10－14
5－9
0－4

町
職
員
を
募
集
し
ま
す

募
集
職
種

　

事
務
職　
　

若
干
名

受
験
資
格

　

平
成
7
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
19
年
4
月

1
日
の
間
に
生
ま
れ
た
方
で
︑
高
等
学
校
以

上
の
学
校
を
卒
業
さ
れ
た
方
︒
普
通
自
動
車

免
許
を
取
得
し
て
い
る
方
︒

一
次
試
験

　
︵
第
1
期
︶
9
月
28
日
㈰

　
︵
第
2
期
︶
11
月
16
日
㈰

※
第
一
次
試
験
を
2
回
実
施
し
ま
す
︒
い
ず

れ
か
の
試
験
日
の
み
受
験
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
︒

受
付
期
間

第
1
期
：
9
月
28
日
㈰　

実
施
試
験

　

7
月
7
日
㈪
～
8
月
15
日
㈮  

8
時
30
分

～
17
時
15
分

※
郵
送
の
場
合
︑
8
月
15
日
㈮  

消
印
有
効

と
し
ま
す
︒

第
2
期
：
11
月
16
日
㈰　

実
施
試
験

　

9
月
1
日
㈪
～
10
月
10
日
㈮  

8
時
30
分

～
17
時
15
分

※
郵
送
の
場
合
︑
10
月
10
日
㈮  

消
印
有
効

と
し
ま
す
︒

二
次
試
験

　
︵
第
１
期
︶
10
月
下
旬
予
定

　
︵
第
２
期
︶
12
月
上
旬
予
定

採
用
予
定
日

　

令
和
8
年
4
月
1
日
以
降

そ
の
他

　

天
候
や
災
害
等
の
状
況
に
よ
り
︑
試
験
日

程
を
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
︒

問　

企
画
総
務
課
︵
☎
52
ー
2
1
3
6
︶

※
和
木
町
職
員
採
用
試
験
受
験
申
込
書
は
企

画
総
務
課
︵
役
場
2
階
︶
に
あ
り
ま
す
︒

ま
た
︑
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
︒

https://w
w

w
.tow

n.w
aki.lg.jp

（
令
和
8
年
4
月
採
用
）

と　　き

と こ ろ

１２月７日（日）１４時 開演

和木町文化会館　大ホール

９月１日（月）〜９月１７日（水）　１７時〆切

ご持参又は、FAX か郵送でお申込みください
受付期間

＊楽器（ピアノ・木管楽器・金管楽器・弦楽器など）

＊声楽（ソロ・コーラスなど）

お問い合わせ先：和木町総合コミュニティセンター

主　催：和木町文化協会
後　援：和木町・和木町教育委員会
協　力：ふちだ楽器店

TEL：0827-52-2191　FAX：0827-52-5200

《募集内容》

＊参 加 費　1000 円
＊募集組数　15 組程度
＊演奏時間　10 分以内
＊募集要項・申し込み用紙は和木町文化協会事務局にあります。
＊ホームページ「WAKI・コンサート」からもダウンロードできます。
　HP  http://www.waki-concert.com/

WAKI・コンサート’25WAKI・コンサート’25
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